
数学２ ２章 連立二元一次方程式「連立方程式の利用」＜準備問題①＞

組 番 名前

１ 次の問いに答えなさい（ただし，もっとも簡単な式に表しなさい ）。

（１）長さ２ｍのひもの端から，長さ２５cmのひもをχ本切り取ると，残りのひもの長さはｙ㎝で

した。ｙをχの式で表しなさい。

ｙをχの式で表しなさい。（２）χ％の食塩水５００ｇの中に含まれる食塩の量はｙｇです。

（３）１個ａ円の品物を２０％引きでｂ個買い，ｃ円の箱に詰めてもらうと，代金は３５００円

でした。この数量の関係を式で表しなさい。

， ， 。２ １個６０円のみかんと１個９０円のりんごを あわせて１０個買い 代金を７２０円払いました

次の問いに答えなさい。

（１）みかんをχ個，りんごをｙ個買ったとして，連立方程式をつくりなさい。

（２）買ったみかんとりんごの個数をそれぞれ求めなさい。



＜準備問題①・解答＞数学２ ２章 連立二元一次方程式「連立方程式の利用」

１（１）ｙ＝２００－２５χ （２）ｙ＝５χ

４
（３） ０ ８ａｂ＋ｃ＝３５００ （ ａｂ＋ｃ＝３５００ ）．

５

【解説】

（１） 残りのひもの長さ … ｙ( )cm
元の長さ … ２(ｍ) → ２００( )cm
切り取るひもの長さ … ２５( )×χ(本) → ２５χcm

（２） [比べる量]＝[元になる量]×[割合]

(食塩) ＝ (食塩水) ×(割合)

χ
ｙ ＝ ５００ ×

１００

８０
（３） ａ円の２０％引き → ａ円の８０％ ＝ ａ× ＝ ０８ａ.

１００

品物代 … ０８ａ × ｂ ＝ ０８ａｂ. .
箱 代 … ｃ

合 計 … ３５００

２（１） χ ＋ ｙ ＝１０

６０χ＋９０ｙ＝７２０

（２） みかん６個，りんご４個

【解説】

（２） χ ＋ ｙ ＝１０ … ①

６０χ＋９０ｙ＝７２０ … ②

← ｙの係数をそろえて，加減法を利用します。①×９０ － ② を計算すると，

９０χ＋９０ｙ＝９００

－）６０χ＋９０ｙ＝７２０

３０χ ＝１８０

χ ＝ ６

これを①に代入すると

６ ＋ ｙ ＝ １０

ｙ ＝ ４



数学２ ２章 連立二元一次方程式 「連立方程式の利用」＜準備問題②＞

組 番 名前

。 。１ 連立方程式を加減法で解くと次のようになります にあてはまる数や式を書きなさい

２χ－３ｙ＝２５・・・①

３χ＋２ｙ＝－８・・②

①×２ ４χ－６ｙ ＝

＝ －２４②×３ ＋ ）

χ ＝

χ ＝ ・・・③

③を②に代入して，

＋２ｙ＝－８

２ｙ＝

ｙ ＝

（χ，ｙ）＝（ ， ）

２ 次の連立方程式を加減法で解きなさい。

（１） ２χ＋５ｙ＝２１

χ＋７ｙ＝３３

（２） ３χ＋６ｙ＝－１２

７χ－４ｙ＝２６



＜準備問題②・解答＞数学２ ２章 連立二元一次方程式「連立方程式の利用」

１ ２χ－３ｙ＝２５・・・①

３χ＋２ｙ＝－８・・・②

５０①×２ ４χ－６ｙ ＝

－２４②×３ ＋ ） ＝９χ＋６ｙ

χ ＝ ２６１３

χ ＝ ・・・③２

③を②に代入して，

＋２ｙ＝－８６

－１４２ｙ＝

－７ｙ＝

（χ，ｙ）＝（ ）２ ， －７

２（１） （χ，ｙ）＝（－２，５） （２） （χ，ｙ）＝（２，－３）

【解説】

（１） ２χ＋５ｙ＝２１ ・・・① （２） ３χ＋６ｙ＝－１２・・・①

χ＋７ｙ＝３３ ・・・② ７χ－４ｙ＝２６ ・・・②

①×２－②×３

①－②×２ ２χ＋ ５ｙ＝２１ ６χ＋１２ｙ＝－２４

－）２χ＋１４ｙ＝６６ ＋）２１χ－１２ｙ＝７８

－９ｙ＝－４５ ２７χ ＝ ５４

ｙ＝５ χ＝２

ｙ＝５を②へ代入 χ＋７×５＝３３ χ＝２を①へ代入 ３×２＋６ｙ＝－１２

χ＝－２ ６ｙ＝－１２－６

ｙ＝－３



数学２ ２章 連立二元一次方程式 「連立方程式の利用」＜準備問題③＞

組 番 名前

１ 連立方程式を代入法で解くと次のようになります。 にあてはまる数や式，符号を書きな

さい。

ｙ＝χ－１８・・・・①

２χ－３ｙ＝４６・・②

数の代入と同じように，②のｙに，①のχ－１８を代入して，

２χ－３（ ）＝４６

２χ－ χ＋ ＝４６

χ＝４６－

χ＝

χ＝ ・・・③

③を①に代入して，

ｙ＝

（χ，ｙ）＝（ ， ）

２ 次の連立方程式を代入法で解きなさい。

（１） ２χ－３ｙ＝２０

ｙ＝３χ－９

（２） ５χ＋２ｙ＝－４

χ－ｙ＝－５



＜準備問題③・解答＞数学２ ２章 連立二元一次方程式 「連立方程式の利用」

１ ｙ＝χ－１８・・・・①

２χ－３ｙ＝４６・・②

数の代入と同じように，②のｙに，①のχ－１８を代入して，

２χ－３（ χ－１８ ）＝４６

２χ－ ３ χ＋ ５４ ＝４６

－ χ ＝４６－ ５４

－ χ ＝ －８

χ ＝ ８ ・・・③

③を①に代入して，

ｙ＝ －１０

（χ，ｙ）＝（ ８ ， －１０ ）

２（１ （χ，ｙ）＝（１，－６） （２ （χ，ｙ）＝（－２，３）） ）

【解説】

（１） ２χ－３ｙ＝２０ ・・・① （２） ５χ＋２ｙ＝－４・・・①

ｙ＝３χ－９ ・・・② χ－ｙ＝－５ ・・・②

②を①に代入すると ②より ｙ＝χ＋５・・・③ これを①に代入

２χ－３（３χ－９）＝２０ ５χ＋２（χ＋５）＝－４

２χ－９χ＋２７＝２０ ５χ＋２χ＋１０＝－４

－７χ＝２０－２７ ７χ＝－４－１０

－７χ＝－７ ７χ＝－１４

χ＝１ χ＝－２

ｙ＝３－９ ｙ＝－２＋５

ｙ＝－６ ｙ＝３



数学２ ２章 連立二元一次方程式 「連立方程式の利用」＜基本問題＞

組 番 名前

１ 家から７ｋｍ離れた駅に行くのに，時速１５ｋｍで自転車で進みましたが，途中で自転車が故障

したので１０分間休息した後，残りの道のりを時速５ｋｍで歩いたら，家を出てから５４分かかり

ました。このことについて，次の問いに答えなさい。

（１）自転車で進んだ道のりをχkm，歩いた道のりをｙkmとして連立方程式をつくりなさい。

（２ （１）の連立方程式を解いて，自転車で進んだ道のりと歩いた道のりを求めなさい。）

２ ある中学校の昨年度の全校生徒数は５５０人でした。本年度は昨年度に比べて，男子が５％増加

し，女子が２％減少したので，全体としては１０人増加しました。このことについて次の問いに答

えなさい。

（１）昨年度の男子生徒数をχ人，女子生徒数ｙ人として，連立方程式をつくりなさい。

（ ） （ ） ， 。２ 前問 １ でつくった連立方程式を解いて 本年度の男子生徒数と女子生徒数を求めなさい



＜基本問題・解答＞数学２ ２章 連立二元一次方程式「連立方程式の利用」

１（１） χ＋ｙ＝７ ・・・①

・・・②
χ ｙ １１

＋ ＝
１５ ５ １５

②は χ ｙ ４４
＋ ＝

１５ ５ ６０ でもよい。

【解説】

（１）問題の関係は，下表のようになる。

距離
時間 ＝ だから

速さ

自転車 歩 き 全 体

距離 χ ｙ ７

速さ １５ ５ ・

χ ｙ ５４－１０
時間

１５ ５ ６０

（２） 自転車で進んだ道のり ５㎞

歩いた道のり ２㎞

【解説】

（２）この連立方程式を解くために，

②の両辺に１５をかけると

χ＋３ｙ＝１１・・・③

χ＋ ｙ＝７ ・・・①

－）χ＋３ｙ＝１１ ・・・③

－２ｙ＝－４

ｙ＝２

ｙ＝２を①に代入して

χ＋２＝７

χ＝７－２

χ＝５



２（１） χ ＋ ｙ ＝ ５５０ … ①

１０５ ９８
χ ＋ ｙ ＝ ５６０ … ②

１００ １００

【解説】

（１）問題の関係は，下表のようになる。

男 女 全 体

昨年 χ ｙ ５５０

１０５ ９８
χ ｙ ５５０＋１０今年

１００ １００

↑ ↑ ↑
(５％贈) (２％減) (１０人増)

（２） 男子 ３１５人

女子 ２４５人

【解説】

（２）①×９８ － ②×１００を計算すると

９８χ＋９８ｙ＝５３９００

－）１０５χ＋９８ｙ＝５６０００

－７χ ＝－２１００ 昨年度の男子が３００人だから，

χ ＝３００ 本年度は，３００×１０５＝３１５人.
３００＋ｙ＝５５０ 昨年度の女子が２５０人だから

ｙ＝２５０ 本年度は，２５０×０９８＝２４５人.



数学２ ２章 連立二元一次方程式 「連立方程式の利用」＜応用問題①＞

組 番 名前

， 。１ 東海道新幹線が ３９００ｍのトンネルに入り始めてから通り抜けるまでに６０秒かかりました

また，この新幹線が１８００ｍの鉄橋を渡り始めてから渡り終わるまでに３０秒かかりました。こ

のことについて，次の問いに答えなさい

（１）新幹線の長さをχｍ，新幹線の速さを毎秒ｙｍとして，連立方程式をつくりなさい。

（２）新幹線の長さは何ｍですか。

２ １０％の食塩水と５％の食塩水を混ぜて，７％の食塩水を５００ｇつくります。２種類の食塩水

をそれぞれ何ｇずつ混ぜればよいですか。１０％の食塩水をχｇ，５％の食塩水をｙｇとして連立

方程式をつくり，２種類の食塩水の量を求めなさい。



数学２ ２章 連立二元一次方程式「連立方程式の利用」＜応用問題①・解答＞

６０ｙ＝３９００＋χ … ①
１（１）

３０ｙ＝１８００＋χ … ②

【解説】

（１）列車がトンネルに入り始めてから出終わるまでに走る距離は，３９００＋χ (ｍ)

ト ン ネ ル

３９００ ＋ χ (ｍ)

同様に，橋についても，１８００＋χ (ｍ)

新幹線の長さがχｍ，新幹線の速さが毎秒ｙｍなので，

トンネル 橋

距離 ３９００＋χ １８００＋χ

速さ ｙ ｙ

時間 ６０ ３０

「トンネル 「橋」のそれぞれについて，」

(距離) ＝ (速さ) × (時間) の関係から，上の方程式がつくれる。

（２） 新幹線の長さ ３００ｍ

【解説】

（２） ６０ｙ＝３９００＋χ ３０×７０＝１８００＋χ

－） ３０ｙ＝１８００＋χ χ＝２１００－１８００

３０ｙ＝２１００ χ＝３００

ｙ＝７０

２ １０％の食塩水 ２００ｇ

５％の食塩水 ３００ｇ

【解説】

(比べる量) ＝ (元になる量) × (割合) なので，

(１０％) ( ５ ％) ( ７ ％)

食塩水の量 χ ｙ ５００

１０ ５ ７
食塩の量 ××χ ×ｙ ５００

１００ １００ １００

したがって，

χ ＋ ｙ ＝ ５００・・・①

１０ ５ ７
χ ＋ ｙ ＝ ５００× ・・・②

１００ １００ １００

①×７－②×１００

５χ＋５ｙ＝２５００

－）１０χ＋５ｙ＝３５００

－５χ ＝－１０００

χ＝２００・・・③

③を①に代入して

２００＋ｙ＝５００

ｙ＝３００



数学２ ２章 連立二元一次方程式 「連立方程式の利用」＜応用問題②＞

組 番 名前

１ Ａさんは，自動車で１８０㎞離れた遊園地に行くのに，高速道路と一般道路を利用して３時間か

。 ， ，かりました 高速道路では時速８０㎞ 一般道路では時速４０㎞の一定の速度で走ったとするとき

次の問いに答えなさい。

（１）高速道路，一般道路を走った道のりをそれぞれ求めなさい。

（２）高速道路を走った時間を求めなさい。

２ 周囲の長さが７kmの池があります。この池の周りをＡ，Ｂ２人が自転車で，同時に同じ場所を出

発して，反対方向にまわると７分で出会い，同じ方向にまわると，３５分でＡがＢをちょうど１周

追い抜きます。Ａがこの池のまわりを１周するのに何分かかりますか。

３ 連立方程式を利用して解決する文章題を作りなさい。

ただし，１つの二元一次方程式が χ＋ｙ ＝５ となるようにしなさい。



数学２ ２章 連立二元一次方程式「連立方程式の利用」＜応用問題②・解答＞

km km１（１） 高速道路 １２０ ，一般道路 ６０

（２） １５時間 （または９０分）.
【解説】

（１）高速道路の道のりをχ㎞，一般道路の道のりをｙ㎞として，次のように表にまとめる。

高速道路 一般道路 計

道のり（㎞） χ ｙ １８０

速さ（時速） ８０ ４０

χ ｙ
時間（時間） ３時間

８０ ４０

連立方程式をつくり，χとｙを求める。

χ＋ｙ＝１８０ ・・・①

χ ｙ
＋ ＝３ ・・・② χ＝１２０，ｙ＝６０ となる。

８０ ４０

（２ （高速道路を走った時間）＝（道のり）÷（速さ）であるから）

（時間）１２０ ÷ ８０ ＝１５.

２ ３５
分

３

【解説】

Ａさんの速さを分速 ａ ｍ，Ｂさんの速さを分速 ｂ ｍとすると，

反対方向 Ａ Ｂ 計

道のり ｍ ７ａ ７ｂ ７０００（ ）

速さ 分速 ａ ｂ（ ）

時間（分） ７ ７

同じ方向 Ａ Ｂ 計

道のり ｍ ３５ａ ３５ｂ ＡがＢを１周追い抜く（ ）

速さ（分速） ａ ｂ

時間（分） ３５ ３５

反対方向と同じ方向にそれぞれ進んだときの道のりで方程式をつくる。

７ａ＋７ｂ＝７０００ ・・・①

３５ａ＝３５ｂ＋７０００ ・・・②

①÷７＋②÷３５

ａ ＋ ｂ ＝ １０００

＋） ａ － ｂ ＝ ２００

２ａ ＝ １２００

ａ ＝ ６００

３５
１周するのにかかる時間は，７０００ ÷ ６００ ＝

３



３ [解答例]

千葉さんは，桃と梨を合わせて５個買いました。桃は１個２５０円，梨は１個１４０円でした。

代金は，合計で１０３０円でした。桃と梨をそれぞれ何個買ったか求めなさい。

【解説】

解答例の連立方程式は，次のようになる。

χ＋ｙ＝５・・・・・・・・・・・・①

２５０χ＋１４０ｙ＝１０３０・・・②

（χ，ｙ）＝（３，２） 答え 桃３個 ， 梨２個

[注意] 例えば，代金の式の場合，負の数になったり，分数になったりしないこと。



数学２ ２章 連立二元一次方程式 「連立方程式の利用」＜応用問題③＞

組 番 名前

１ しまこさんは，家で友達におやつをごちそうするため，ホットプレートで，たこ焼きとホット

ケーキを作りました。ホットプレートでは，たこ焼きは一度に１２個ずつ，ホットケーキは一度

。 ， 。に６枚ずつ焼くことができます しまこさんは そのためにホットプレートを１４回使いました

ただし，たこ焼きとホットケーキはプレートが違うため同時には焼けません。焼き上がったたこ

焼きは１人に８個ずつ，ホットケーキは１人に３枚ずつ分けたところ，どちらも余ることなく全

員に分けることができました。

このとき，次の（１ （２）の問いに答えなさい。），

（１）たこ焼きを焼いた回数をχ回とするとき， が表す数量を次の ～ から選びア ウ

なさい。

１人分のたこ焼きの個数ア

全員の人数イ

焼いたたこ焼きのすべての個数ウ

（２）たこ焼きを焼いた回数と，ホットケーキを焼いた回数をそれぞれ求めなさい。

２ 下の図のように９個のマスがあります 中央のマスには ４ が入り ４つの角のマスには 同。 「 」 ， 「

じ１桁の自然数」が入ります。また，残りの４つのマスには 「４」と「４つの角に入る数」と，

は異なる「同じ１桁の自然数」が入ります。

その結果，縦，横に並ぶ，どの３つの数の和も同じ数になりました。また，中央のマスの周り

の８つのマスに入った数の和は５６になりました。４つの角のマスに入った数をχ，残りの４つ

のマスに入った数をｙとして，χとｙを求めなさい。

４

１２χ

８



数学２ ２章 連立二元一次方程式「連立方程式の利用」＜応用問題③･解答＞

１

（１） （２）たこ焼きは９回，ホットケーキは６回焼いた。イ

【解説】

（１ （焼いたたこ焼きのすべての個数）÷（１人分のたこ焼きの個数）を表している。）

それはつまり，たこ焼きを分けた全員の人数を表している。

（２）たこ焼きを焼いた回数をχ回，ホットケーキを焼いた回数をｙ回とすると，次の式が

成り立つ。

χ＋ｙ＝１４

１２χ ６ｙ
＝

８ ３

これを解くと，χ＝９，ｙ＝６

２ χ＝６，ｙ＝８

【 】解説

４すみの数をχ，残りの数をｙとすると，次の式が成り立つ。

χ ｙ χ

２χ＋ｙ＝２ｙ＋４

ｙ ４ ｙ

４χ＋４ｙ＝５６

χ ｙ χ

これを解くと，χ＝６，ｙ＝８


